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当⾯の課題について
（１）デイジー教科書をいかに実際に学校教育の現場
で活⽤するか︖

（２）リハ協の使⽤者に対するアンケートという枠組
みを活⽤して、データを収集することの重要性

（３）デイジー教科書の提供ソフトの改良の必要性



今まで試みてきたこと
⽀援活動
• 多⾔語DAISY教科書の作成（2010年〜、その間、３つの科研費プロジェクト
の実施）
• 学習遅滞の外国⼈児童⽣徒に対する放課後学び⽀援（2010年〜2024年）
• 外国⼈児童⽣徒に対する⾃尊⼼⽀援︓アイデンティティ・テキスト作成（2009
年、2010年、2023年、2024年）
• DAISY絵本による読み困難児童の⽀援（2024年〜）
• 算数DAISY副教材の作成（2024年〜）

調査（アセスメント）活動
• 外国⼈児童⽣徒の読み困難度のアセスメント調査（2018年〜2024年）
• リハ協2018年度末使⽤者アンケートの分析（22名の外国⼈児童⽣徒データと
⽇本⼈児童⽣徒データとの⽐較分析）
これらから、分かったこと︕



前提︓今まで分かったこと
１）先⽣側も把握できていない、⼀括りにはできない多様
な困難を抱えている︕→ICT⽀援のあり⽅も、様々なニー
ズに個別に合わせる必要がある。
２）少なくとも、義務教育期間＋⾼校までの⽀援は必須︕
３）保護者の理解も、そのために重要になる︕
４）デイジー教科書を与えただけで、⾃学⾃習できる層は
⾮常に限られている←予習・復習ワークシートなど独⾃教
材の⼯夫が必要︕
５）教育委員会が縦割りで働きかけが難しい︕





（１）デイジー教科書をいかに実際に
学校教育の現場で活⽤するか︖

•ある校⻑先⽣のことば︓「良いツール（教材）を勧められて
も、いかに既存の教育の流れのなかに具体的に組み込むかと
いう議論を先⽣たちとできないと、その導⼊は難しい」

•デイジー教科書を外国⼈児童⽣徒に活⽤する場の想定
①⽇本語（＋通級）教室←JSLカリキュラムと教科教育の接合
②通級指導教室←デイジー教科書の活⽤に慣れてる︕
③放課後学び教室←学校外⽀援者との協⼒体制
④通常教室←インクルーシブ教育の実現

これらの各学校の状況に応じたデイジー教科書導⼊の処⽅箋が必須︕



（２-1）リハ協の使⽤者アンケートを
活⽤したデータ収集の重要性



（２-2）リハ協の使⽤者アンケートを
活⽤したデータ収集の重要性

⽇本語能⼒6段階データとこれらのクロス分析は重要と思われる！



（３）デイジー教科書の提供ソフト
の改良の必須性

デイジー教科書は、テキストと⾳声をリンクさせて、脳
を刺激するので、語学学習に効果的︕ 漢字の読みの習
得では、とくに強⼒なツールとなる。

その他の⽇本語の障壁を低めてくれるツールともなる︕

しかし、内容理解のためには学習⾔語の習得が⼤前提︕

ブラウザーで読めるデイジー教科書は便利だが、単語
ベースで、グーグル翻訳やネット検索に簡単に繋ぐソフ
トの改良が必須である︕


